






















核磁気緩和を利用 した実験的検証を試みた2.)方法は,同塩中の133csの核 ス ピン ･格子緩和



















































































但 し, C - 8S√元首右/k
ここで C を任意定数 として (4)式を実験と比較 したO第 2図及び第 3図の実線は,C- C｡xp
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